
教育・研究等業績一覧 

履       歴 

フ リ ガ ナ        ハシモト マコト 性 別 

生年 １９４９年 
氏 名 橋 本    信 男 

所 属 農学ビジネス学科 身 分 教授 

学       歴 

年 月 事     項 

1973 年 3 月 北海道大学 文学部 哲学科 卒業 文学士 

1975 年 4 月 北海道大学 文学研究科 修士課程 入学 

1977 年 3 月 北海道大学 文学研究科 修士課程 修了 文学修士 

1978 年 4 月 北海道大学 文学研究科 博士課程 入学 

1984 年 3 月 北海道大学 文学研究科 博士課程 単位取得修了満期退学 

  

  

  

  

職       歴 

年 月 事     項 

1981 年 4 月～ 

1987 年 3 月 
札幌学院大学 ドイツ語担当非常勤講師 

1987 年 4 月 北海道拓殖短期大学 農業経済科 助教授 採用 

1987 年 4 月 深川高等看護学院 哲学担当非常勤講師 現在に至る 

1990 年 4 月～ 

2005 年 3 月 
名寄短期大学 哲学担当非常勤講師 

2000 年 4 月 拓殖大学北海道短期大学 環境農学科（学科名改称）助教授  

2000 年 10 月 拓殖大学北海道短期大学 環境農学科 教授 現在に至る 

2007 年 4 月～ 

2009 年 3 月 
専修大学北海道短期大学 グリーン・ツーリズム担当非常勤講師 

2009 年 4 月～ 

2013 年 3 月 
拓殖大学北海道短期大学 環境農学科長 

2013 年 4 月～ 

2014 年 3 月 
拓殖大学北海道短期大学経営経済科学科長補佐 

2014 年 4 月～ 拓殖大学北海道短期大学農学ビジネス学科地域振興ビジネスコース長 

教  育  業  績 

１ 担当授業科目（2016 年度） 

科  目  名 出講場所 期別 曜日 時限 備  考 

キャリアスキル 301 前期 月 ２  

1 年ゼミナール 301 前期 木 ４  

2 年ゼミナール 301 前期 木 ３  

ビジネス実務演習 202 前期 水 ３  

地域プロジェクト・地域特別演習 301 前期 木 ５  

文章表現法 101 前期 月 ３  

食農社会論 101 前期 水 ４  

      

キャリアスキル 302 後期 月 １  

1 年ゼミナール 301 後期 木 ４  

2 年ゼミナール 301 後期 木 ３  

ビジネス実務演習 202 後期 水 ３  

哲学 202 後期 月 ２  

学問と人生 301 後期 火 １ （保育学科） 

グリーン・ツーリズム論 201 後期 火 ４  

哲学 202 後期 水 ２ （環境農学コース） 

地域特別演習 301 後期 木 ５  

      



２ 現行授業の目標と教育

効果及びそれに対する

自己評価 

 

（記述式：900 字以内） 

１）現行授業の目標 

 担当する科目の内容に応じた授業の目標をそれぞれに設定し、講義要項に明記しているので、ここでは一

般的に記述する。授業の目標は受講学生が当該科目の基本的内容を修得すると同時に個性的な仕方でも修得

できることに置かれる。そのためには、授業内容が受講学生にとって生き生きとした具体的内容であること

が求められる。身近な事例や映像などを使いながら、一人一人の学生の心に伝わるような、授業を通しての

コミュニケーションが成立することを目指している。 

 

２）教育効果 

 上記の工夫と努力によって、学校教育で教えられる知識などは社会で役に立つものは少ない、という一般

学生の先入見を打破し、自らが学ぶことに確固とした自信を持つ事を教育効果として狙っている。学んだこ

とが自分の実・身になる事を意識すると、学生は持続的で強い興味・関心を抱くようになる。 

 

３）自己評価 

 上記の現行授業の目標と教育効果の設定は有効であると実感している。授業を通して、学生とコミュニケ

ーションが取れていることが実感され、多くの受講学生には不満はあまりないように見える。しかし、少な

からぬ学生が何らかの不満を持ち、授業の狙いと内容に関して不明瞭さを覚えている場合も見られ、学生の

実態に応じた、不断の改善を怠らない努力が求められているとも実感する。 

 授業全体の雰囲気が学生と教員の生きたコミュニケーションで成り立っているということがお互いに明

瞭に実感されるようにしたいものである。 

３ 学生による授業評価も

踏まえ、教育改善への

取り組み 

 

（記述式：900 字以内） 

１）現状の説明：「グリーン・ツーリズム論」を事例に 

 この授業はグリーン・ツーリズム実践者を特別講師として招き、実際の現場の話をしてもらうので、学生

の満足度は総じてきわめて高く、大学と地域との連携を体現する授業であるという特長が好評の一つの要因

であると考えられる。 

 この授業の狙いは北海道をはじめとするグリーン・ツーリズムの取組みの現状を現場の人の話を通して実

感的に理解するとともに、農業の 6 次産業化などの新しい方向性としてのグリーン・ツーリズム展開の基本

的理解を獲得することにある。この狙いが一応達成されていると思われるが、多面的な理解が必要とされる

だけに、実践の全体像と方向性の明快な理解のためにより一層工夫・改善する必要がある。 

 

２）改善への取り組み：「哲学」を事例に 

 「哲学」という科目は必修科目であるので、関心の有無に関わらず履修しなければならない学生がほとん

どである。このためにとりわけ分かりやすさと面白さが求められている。 

 自ら考える労を引き受けることで視野が広がり、一種の解放を味わうものであることが実感できることに

留意している。そのために、身近で具体的な事例や視覚的情報などを活用した分かりやすさと説明の明快さ

とにより一層努力しながら、毎回の授業レポート・読書レポート・課題レポート提出に結実することを重視

して、授業における双方向性のより一層の改善充実強化に努めたい。 

 
４ 教科書、教材の作成状

況 

 

（記述式：300 字以内） 

教科書は採用していない。受講学生の状況にふさわしい教科書を自ら作成する必要も感じるが、時間と力

量の問題で困難である。 

 教材の作成については、BB アップを前提にしながらも、必要に応じて板書をしてビデオ視聴を行なう場

合と、パワーポイントとインターネットを利用して行う場合との両方を科目の性格と内容に応じて使い分け

ている。二つの方法にはそれぞれ特長があり、併用することでそれぞれを十分に活かすことができれば、よ

り一層効果的であると考えている。五感に訴えることと身近な具体的事例の活用とによって、事柄をしっか

りと実感的に理解できるような授業内容改善により一層努めたい。 

 

５ 学生の指導（課外活

動・厚生補導等） 

 

（主要 10 件以内） 

１９８７年度～１９９０年度 剣道部顧問 

１９９１年度～１９９９年度 ソフトテニス部顧問 

２００３年度～２０１０年度 卓球部顧問 

２００７年度～２００８年度 社会科学研究会顧問 

２００５年度～ 食農研究会顧問 

２０１６年度～ ハンドボール同好会顧問 

  

  

  

  

６ その他 

 

（主要５件以内） 

  

  

  

  

  

研  究  業  績 

１ 研究分野・活動 

 

（記述式：350 字以内） 

 研究分野として、哲学研究（特にヘーゲル哲学研究）、グリーン・ツーリズム論研究、民衆史運動論研究

の三つの分野がある。 

これらはそれぞれに独自の分野として研究されなければならないとともに、「社会の近代化」および「生

命の人間的社会的継承」という視座から相互関連を有した領域横断的な総合研究を構成しうるものであり、

「現代世界の生命＝生活過程論」として統合されると考えられる。 

現実の教育活動と地域との関わりからしても、これら三つの分野の独自研究と総合研究の双方が求められ

ていると考える。 

  



２ 研究課題 

（今後の展開・可能性を含む） 

 

（記述式：350 字以内） 

 独自研究としては、第一に「社会の近代化」を前提とする「ヘーゲル哲学における生命・精神・理念」の

研究、第二に「社会の近代化」の成果たる「大量生産・大量消費社会におけるグリーン・ツーリズム実践の

意義」を明らかにする研究、第三に「社会の近代化」の問題性を草の根から提起している「地域民衆の歴史

掘りおこし」の持つ意味の明確化に資する研究がある。 

その上で、「社会の近代化」が提示する文明史的転換における肯定的・否定的成果と、その中で生き続け

る人間たちの実質とを問うことが領域横断的な総合研究の課題となる。 

当面の重点課題として「日本におけるグリーン・ツーリズム実践の社会的意義の総体的解明」があり、共

同研究で取り組んでいるが、この研究は領域横断的な総合研究の個別課題に位置づけている。 

３ 研究助成等 

（主要５件程度） 

(1)文部科学省科学研究費 

 

 

 

 

(2)学内 

 

 

 

 

(3)学外 

 

 

 

 

４ 資格・特許等 

（主要３件以内） 

 

 

 

著書、学術論文、作品等の名称 

（主要 15 件以内） 

単著 

共著 

の別 

発行又は発表

の年月 

発行又は発表 
雑誌等又は発表 
学会等の名称 

要 約 

（論文）     

現代社会における農業・農村体験の意義 共 2009 年 3 月 社会文化研究 第 11 号 

農業・農村体験の取組みが盛んになってい

るのに比して、共通理解が不十分であるの

が現状である。農業・農村体験の取組みは

農業体験を核とした交流活動であり、この

交流活動を通して、農業・農村の理解を深

めるために必要であり、重要であることが

基本認識とされ、そこから社会的意義が出

てくることを明らかにしている。 

日本のグリーン・ツーリズムにおける農

業・農村体験の意義 
共 2009 年 3 月 

拓殖大学論集 272 号 

「人文・自然・人間科

学研究」第 21 号 

日本のグリーン・ツーリズムにおいて農

業・農村体験の取組みが拡がる経緯を概観

した上で、この取組みが急速に拡がり定着

している北海道の事例を取り上げること

によって、日本のグリーン・ツーリズムに

おける農業・農村体験の意義を明らかにし

ている。 

旭川市における農業体験型グリーン・ツ

ーリズムの成果と課題 
単 2014 年 3 月 

拓殖大学論集 294 号 

「人文・自然・人間科

学研究」第 31 号 

北海道における農業体験型グリーン・ツー

リズムの現状を可能性を明らかにするた

めに、旭川市の取組みに着目した。農家の

生産現場を開放する体験型交流活動はそ

の成果を持続するために、これまでにない

連携とネットワーク化が求められている

ことを明らかにした。 

北海道におけるグリーン・ツーリズムの

新たな局面 
単 2016 年 3 月 

拓殖大学論集 302 号 

「人文・自然・人間科学

研究」第 35 号 

日本のグリーン・ツーリズムは「余暇滞在

型グリーン・ツーリズム」を志向して始動

したが、農家民宿の規制緩和の追い風を受

けて、「農業体験型グリーン・ツーリズム」

が主流を占めるようになっている。そのな

かで、北海道においてグリーン・ツーリズ

ム実践は「農村の開放」として始動しつつ、

「農家の開放」への普及展開が図られるこ

とによって、「高次元の農村の開放」たる

「農業の解放」への局面転換という基底的

動向の変化が見出される。 



（その他）     

グリーン・ツーリズムによる都市と農村

のコミュニケーション 
単 2007 年 3 月 

北海道有機農業技術研究

年報 2006 年度版 

 ヨーロッパの余暇滞在型グリーン・ツー

リズムと比較すると、農業・農村体験型の

交流活動である点に日本のグリーン・ツー

リズムの特徴があり、そこにグリーン・ツ

ーリズムが日本で果たすべき役割が示さ

れている。(p.158-165) 

共感生む出会いに未来が見えるー農

業・農村を舞台にした交流活動の重要性 
単 2007 年 10 月 

ニューカントリー2007年

10 月号 

農業･農村を舞台にした交流活動の拡がり

は、日本における農業･農村のサポーター

の人的ネットワーク展開の基礎となる。 

農村地域における農業・農村体験の意義 共 2008 年 10 月 

拓殖大学論集 271 号 

「人文・自然・人間科

学研究」第 20 号 

農業･農村体験の取組みの主要な現場、農

業･農村体験の交流現場が農村地域にとっ

て、この取組みがどのような意義を有して

いるのかを北海道長沼町の事例に基づい

て考察している。（p.116-128） 

北海道のグリーン・ツーリズムの実態と

展望 
単 2009 年 12 月 

「食の安全安心とグリー

ン・ツーリズム」（地域拠

点型農学エクステンショ

ンセンター発行） 

余暇滞在型を初発の志向としながら、農業

体験型が盛況となる北海道のグリーン・ツ

ーリズムの実態と展望を明らかにしてい

る。 

農業体験型グリーン・ツーリズムとコミ

ュニティビジネス 
単 2011 年 3 月 

松本・荒又編『北海道再

生のシナリオⅣ』（北海

道雇用経済研究機構発

行） 

主に長沼町の農業・農村体験の取組みを事

例に、農業体験型グリーン・ツーリズムの

コミュニティビジネスへの可能性を指摘。 

＜報告＞ 拓殖大学北海道短期大学シ

ンポジウム『地域振興について考える』 
単 2016 年 2 月 

拓殖大学政治行政研究 

第 7巻 

2015年11月 6日に開催された本学創立50

周年プレ企画のシンポジウム報告。」 

研究業績（過去３カ年分） 
国際的活動 
の有無 

社会的活動の
有無  

 
著作数 論文数 学会等 

発表数 
その他 

 ２ ０ １ 無 有 

学 内 運 営 業 績 

１ 役職、各種委員会等 

 

（主要 10 件程度） 

１９９９年度～  総合委員会委員 

２００９年度～２０１２年度 環境農学科長 

２００９年度～２０１０年度 就職委員 

２００９年度～ 自己点検・評価委員 

２０１３年度～ 入試広報委員 

２０１６年度～ 奨学生委員 

２０１６年度～ FD 委員 

  

学 外 活 動 業 績 

１ 本学以外の機関（公的

機関・民間団体等）を

通しての活動 

 

（主要 10 件程度） 

２００４年２月～現在に至る そらち DE い～ねアドバイザー 

２００９年７月～２０１３年 7月 北海道子ども農山漁村交流プロジェクト推進協会会長 

２０１０年１１月～２０１３年３月 黒松内町まちづくりアドバイザー 

２０１１年１月～２０１２年３月 深川市新しいまちづくり市民協議会委員 

２０１２年６月～現在に至る 元気村地域づくり研究所所長 

２０１４年 12 月～現在に至る ふかがわ地域資源活用会議オブザーバー 

２００４年４月～現在に至る スローフード・フレンズ北海道会員 

  

  

２ 学会・学術団体等の活

動 

 

（主要 10 件程度） 

１９７５年４月～現在に至る  北海道大学哲学会 会員 

１９７５年４月～現在に至る  北海道哲学会 会員 

１９９９年１１月～現在に至る 社会文化学会会員 

２００８年 7月～２０１０年７月  北海道大学哲学会 運営委員 

２００８年 7月～２０１０年７月  北海道哲学会 幹事 

２０１１年７月～２０１２年７月  北海道大学哲学会編集委員 

２０１５年７月～現在に至る   北海道大学哲学会 運営委員 

 

 

 

 

 

 


